
茶会にも使えるよう、炉を切った和室。心地良い緊張感に、
思わず背筋が伸びる。心を鎮めてくれる静謐の空間。

日本の森を育て、日本の街の景色を創る。
未来を豊かにする住まいづくりがHOPの使命です。
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検 索HOP
横浜市西区みなとみらい2-3-1クイーンズタワーA棟 7FHOP東日本
札幌市中央区北4条西21丁目2ｰ1 FUJITA BLD.HOP札幌

0120-55-2486
撮影／木田  勝久

繊細な細工の格子戸で仕切られた書斎兼シアタールーム。
造作書棚を有効活用し、隠れ家的な空間を生み出した。

中庭をのぞむリビングダイニング。無垢のカエデにリブ
加工を施した天井は、部屋に柔らかな表情を創り出す。

　真に価値ある住まいとは、住む人の美意識や人生観を映し出すもの。歳月を経てより深み

を増すもの。親から子、子から孫へと、家族の歴史とともに受け継がれるもの。私たちＨＯＰ

が目指すのは、そうした心に響く家づくりです。

　ＨＯＰは「森を建てよう」という理念の元に、家づくりとともに森づくりに努めています。四季の

変化があり、湿度の高い日本の家には、その気候で育った日本の木が最適です。木の家は、

住む人に「自然に抱かれる安らぎ」を与えてくれます。しかし与えられる一方ではありません。

国産の木をふんだんに使うことが、植える・育てるという森のサイクルを回し、日本の山を守り

育てるのです。自然と人とが共生し、森も街も美しくなる。そんな未来に貢献する家づくりが、

ここにあります。

　そして何よりも大切なのは、住む人の想いを理想以上の形で具現化すること。満足の先に

ある感動ある家づくりを体感して頂くことです。帰ってくるたびに「良い家だ」と嬉しくなる、そんな

毎日をお届けしたい。50年後100年後も、住まうほどに愛着が増す家づくり。それがＨＯＰの

使命だと確信しています。
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